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平 成 4 年 （ 1 9 9 2 年 ）、 血 管 外 科 研 究 会 お よ び

同 フ ォ ー ラ ム で 培 わ れ た 血 管 外 科 の 臨 床 お よ

び 研 究 を 統 合 す る 学 術 団 体 と し て 、 日 本 血 管

外 科 学 会 が 創 設 （ 改 称 ） さ れ た 。 同 年 7 月 に

学 会 事 務 局 が 東 京 医 科 大 学 外 科 学 第 二 講 座 に

委 譲 さ れ た が 、 そ の 背 景 に は 、 研 究 会 を 主 導

さ れ て き た 故 三 島 好 雄 先 生 （ 東 京 医 科 歯 科 大

学 第 二 外 科 教 授 ） の 盟 友 で あ る 故 古 川 欽 一 先

生 （ 東 京 医 科 大 学 第 二 外 科 教 授 ） が 、 関 東 地

区 に 所 在 し 血 管 外 科 を 標 榜 す る 講 座 の 主 任 教

授 と し て 円 滑 な 事 務 局 運 営 に 適 す る と 判 断 さ

れ た 事 情 も あ っ た と 考 え ら れ る 。  

同 講 座 の 助 教 授 と い う 立 場 で あ っ た 故 か 、 愚

生 が 学 会 幹 事 兼 事 務 局 担 当 と し て 慣 れ な い 事

務 作 業 を 拝 命 す る 仕 儀 と な り 、 ま ず は 学 会 定

款 の 起 草 に 着 手 し た 。 し か し 、 何 分 に も 先 例

が な く 、 各 種 学 会 の 規 則 ・ 規 定 を 渉 猟 す る ほ

か な か っ た 。 ま た 、 広 く 会 員 の 参 画 を 得 る こ

と を 目 的 に 、 全 国 7 ブ ロ ッ ク の 地 方 会 組 織 を

立 ち 上 げ る に あ た り 、 す で に 各 地 域 で 活 動 実
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績 の あ る 研 究 会 や 同 好 会 と の 調 整 に 苦 慮 し た

記 憶 が あ る 。  

あ る 朝 、 学 会 の ア イ キ ャ ッ チ を 作 ろ う と 思 い

立 ち 、 当 時 の 最 先 端 ソ フ ト で あ っ た M a c D r a w

を 用 い て ロ ゴ マ ー ク の 自 作 に 取 り か か っ た 。

J S V S の 組 み 合 わ せ 文 字 自 体 は 比 較 的 う ま く

仕 上 が っ た も の の 、 こ れ を 学 会 名 で 囲 む 描 画

に お い て 微 妙 な ズ レ が 生 じ て し ま い 、 当 時 の

コ ン ピ ュ ー タ デ ザ イ ン 技 術 の 限 界 を 痛 感 す る

こ と と な っ た （ 図 1 ）。  

学 会 雑 誌 の 発 行 に あ た っ て は 、 新 た に 投 稿 規

定 を 策 定 す る と と も に 、 提 出 さ れ た 英 文 抄 録

に 誤 訳 の な い よ う 、 親 交 の あ っ た 故

J . P a t r i c k  B a r r o n 教 授 （ 東 京 医 科 大 学 国 際 医

療 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン セ ン タ ー ） に 校 閲 を お

願 い し た 。 B a r r o n 教 授 に は 、 英 文 査 読 者 と し

て ば か り で な く 、 そ の 後 の 学 会 の 国 際 化 に お

い て も 多 大 な ご 貢 献 を 賜 っ た 。 学 会 の 顔 と も

い え る 会 誌 の 表 紙 は 、 白 地 （ リ ン パ ） に 青 （ 静

脈 ） を 基 調 と し 、 下 端 に 学 会 ロ ゴ を 配 し た 赤
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帯 （ 動 脈 ） を 設 け る 装 丁 と し た 。 さ ら に 、 青

色 部 分 の 下 端 を 円 弧 状 に 描 き 、 こ れ を 背 表 紙

か ら 裏 表 紙 に ま で 連 続 さ せ る と い う 、 密 か な

仕 掛 け を 施 し て い る 。  

学 会 発 足 当 初 は 、 年 度 予 算 の 大 半 が 会 誌 発 行

に 充 て ら れ て お り 、 会 員 へ の 配 布 に 要 す る 郵

送 料 の 削 減 が 喫 緊 の 課 題 で あ っ た 。 そ こ で 、

郵 送 料 が 格 安 と な る 第 三 種 郵 便 物 の 指 定 を 受

け る べ く 、 発 行 部 数 5 0 0 部 以 上 、 年 4 回 の 定

期 出 版 を 条 件 と す る 学 術 刊 行 物 の 認 可 取 得 を

目 指 し た 。 し か し 、 投 稿 論 文 の み で は 定 期 刊

行 の 要 件 を 満 た す 掲 載 本 数 を 確 保 で き な か っ

た た め 、 総 説 や 地 方 会 記 事 な ど の コ ン テ ン ツ

を 加 え る と と も に 、 総 会 プ ロ グ ラ ム 集 に 原 著

論 文 1 編 を 掲 載 し て 定 期 発 行 号 に 組 み 入 れ る

方 策 を 案 出 し た 。こ れ ら の 工 夫 を 重 ね た 結 果 、

創 刊 （ 1 9 9 2 年 1 0 月 ） か ら 8 か 月 後 の 1 9 9 3 年

6 月 1 4 日 、 学 術 刊 行 物 と し て の 認 可 を 取 得 す

る こ と が で き た 。  

そ の ほ か 、 学 会 機 関 誌 の 出 版 に 関 わ る 広 範 な
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業 務 に つ い て は 、 委 託 先 で あ っ た マ イ ラ イ フ

社 の 多 大 な ご 尽 力 に よ り 円 滑 に 進 め る こ と が

で き た 。 し か し 、 急 速 に 進 展 す る デ ジ タ ル 化

の 流 れ に は 抗 し が た く 、 最 終 的 に 出 版 事 業 を

メ デ ィ カ ル ト リ ビ ュ ー ン 社 へ 譲 渡 す る と の 理

事 会 決 議 に 至 っ た 。 事 務 局 と し て マ 社 と 業 務

打 ち 切 り を 直 接 折 衝 す る 役 回 り を 担 っ た が 、

当 方 の 苦 渋 の 決 断 を ご 理 解 く だ さ っ た 島 田 社

長 に は 、今 な お 申 し 訳 な い 思 い を 抱 い て い る 。 

学 会 事 務 局 を お 預 か り し て 1 1 年 目 に あ た る

2 0 0 4 年 、 任 意 団 体 で あ っ た 日 本 血 管 外 科 学 会

は 、 特 定 非 営 利 活 動 法 人 （ N P O ） の 認 証 を 受 け

た 。諸 事 情 に よ り 翌 2 0 0 5 年 に 学 会 理 事 職 を 返

上 す る こ と と な っ た が 、 法 人 設 立 時 役 員 の 末

席 を 汚 さ せ て い た だ い た こ と は 、 ま さ に 合 縁

奇 縁 と い う ほ か な い 。  

日 本 血 管 外 科 学 会 の 基 盤 作 り に あ た っ て は 、

故 中 島 伸 之 初 代 理 事 長 の 卓 越 し た 決 断 力 と 、

学 会 幹 事 と し て ご 一 緒 し た 重 松  宏 先 生 の 的

確 な 問 題 解 決 力 が 不 可 欠 で あ っ た 。 こ の 間 、
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事 務 局 担 当 者 と し て 、 ほ と ん ど 独 断 専 行 と も

言 え る 振 る 舞 い が あ っ た こ と は 否 め な い 。 故

三 島 好 雄 先 生 、 故 勝 村 達 喜 先 生 、 故 田 邊 達 三

先 生 、 故 古 川 欽 一 先 生 を は じ め と す る 血 管 外

科 の 先 達 な ら び に 諸 先 輩 方 か ら 賜 っ た ご 温 情

に 甘 え た が 故 と 、 小 稿 を も っ て ご 寛 恕 を お 願

い 申 し 上 げ る 次 第 で あ る 。  
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図 １ ：  

 

 

 

 


